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1978年5月20日の開港から40周年の大きな節目を迎えた。その道程は決して平坦なものではな
かったが、2017年7月に航空旅客数累計10億人、同年10月に国際航空貨物量累計6000万ｔを達
成するなど、日本の国際拠点空港としての役割を果たしている。幾多の困難を乗り越え開港した
当時は、A滑走路と第1ターミナルのみであり、当初の乗り入れは羽田空港から移転してきた国際
線航空会社34社だった。その後、需要は順調に増加し、それに合わせて1992年12月6日には第2
ターミナルがオープンした。さらに成田空港問題シンポジウム・円卓会議での議論と合意形成等

を踏まえて、2002年4月18日には念願の2本目の滑走
路がオープンし、2009年10月22日には2500ｍに延
伸。2015年4月8日にはLCC（ローコストキャリア）の
拠点化を図るための第3ターミナルもオープンした。
そして、開港40周年を迎えた2018年3月13日に開催
された「成田空港に関する四者協議会」において「成
田空港の更なる機能強化」の最終的な結論が得ら
れ、これからの成田空港についての重要な合意がな
された。
成田空港は新しいステージに向かって進んでいくこと
となった。

開港40周年の大きな節目に
想いをつなぎ、新しいステージへ5.20
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空港カーボン認証（Airport Carbon Accreditation）プログラムとは、世界の空港管理者などを
会員とする国際空港評議会（ACI：Airports Council International）が、空港のカーボン・ニュー
トラルを目的とし、空港から排出されるCO₂の管理や削減の状況を4段階で評価する制度である。
2018年1月10日、成田空港は、NAAとNAAグループ会社の排出するCO₂が計画的に削減されてい
ることを証明する段階であるレベル2を取得した。今後も空港カーボン認証プログラムを活用し、
空港関連事業者とともに更なるCO₂排出量の削減を進めていく。

成田空港は、SKYTRAX社が実施した旅客サービスに関する空港評価「World Airport Awards 
2018」において、「World's Best Airport Security Processing」部門で、Best Airportに選ばれた。
この賞は、セキュリティに関連したサービス部門全般を
対象としており、成田空港での円滑で質の高い保安検
査や警備強化への取り組みが評価された。英国に拠
点を置く航空サービスリサーチ会社のSKYTRAX社は、
世界各地の空港や航空会社の評価を行っている。ま
た、World Airport Awardsは、世界中の空港を対象に
したお客さま満足度調査のアンケートに基づくもので、
業界を代表する賞のひとつでもある。

成田空港の更なる機能強化について検討を重ねてきた「成田空港に関する四者協議会」（国、千
葉県、空港周辺9市町とNAAで組織）は、これまでの議論や住民説明会等の結果を踏まえ、滑走
路の増設・延伸、夜間飛行制限
の変更、年間発着枠の拡大等を
柱とする更なる機能強化策の実
施について合意した。これによ
り、確認書に記載された環境対
策や地域振興策の実施を前提と
して、C滑走路の新設（3500ｍ）、
B滑走路（2500ｍ）の3500ｍへ
の延伸などの取り組みが具体的
に動き出す。

空港カーボン認証レベル2取得

成田空港のセキュリティがBest Airport賞獲得

1.10

成田空港の更なる機能強化実施を四者協議会で合意

3.21

3.13

 空港カーボン認証における4段階
［レベル1］ 空港管理者が排出したCO₂の算定
［レベル2］ 空港管理者が排出したCO₂を管理し、削減の達成
［レベル3］ 航空会社などの空港関連事業者が排出したCO₂

を算定し、空港全体での削減計画の策定
［レベル3＋］ 空港管理者が排出したCO₂をオフセットし、カー

ボン・ニュートラルの達成
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空港勤務者のお子さんを対象としたNAA保育ルーム「たんぽぽ」が約2倍の広さに拡張されてリ
ニューアルオープンした。この保育ルームは4万人以上が勤務する成田空港内に保育所を開設して
ほしいという強い要望に応え、国内空港と
しては初の試みとして2004年4月1日にス
タートした。今回は内閣府の「企業主導型
保育事業」制度を活用して施設の規模を
拡張し、最大利用定員も105名（0歳児15
名、1歳児～5歳児・各18名）とこれまで
の定員より59名増えた。場所は第2ターミ
ナル近くの第2駐車場ビル南棟1階にあり、
園庭や砂場も併設している。

第2ターミナル本館2階北側（出国手続き前エリア）に、国内各地の「アニメ聖地88」の情報が得ら
れる拠点として、「Anime Tourism Information」がオープンした。アニメはCool Japanのひとつと
して世界に知られているが、アニメの聖地
巡りを通じて日本の魅力をさらに知っても
らえるきっかけにしようと、一般社団法人
アニメツーリズム協会が2017年8月に「訪
れてみたい日本のアニメ聖地88（2018年
版）」を発表。そのなかで、成田空港は「ア
ニメの聖地88」を巡るゲートウェイとして
の「0番札所」となっていることから、コー
ナーを開設し、アニメファンへの情報の提
供や、旅の期待感を高める展示などを行っ
ている。

拡大する訪日外国人のお客さまに向けて、「成田空港
とつながっている魅力的な日本を探訪」をコンセプ
トにした観光情報サイト「TOKYO-NARITA JAPAN 
EXPLORER」を新たに開設した。サイトは英語、中国
語（繁体字・簡体字）、韓国語に加えて日本語にも対
応。訪日旅行を検討中の方や成田空港を利用される
お客さまを対象に、成田空港を起点に巡ることがで
きる国内観光地やアクセス情報などの旅行情報を提
供している。さらに、サイトからはLCCや高速バスのチ
ケット予約、観光アクティビティの体験や宿泊予約な
どのサイトにも接続する構成となっている。

空港内保育ルーム「たんぽぽ」がリニューアル

「Anime Tourism Information」がオープン

4.1

訪日観光旅行情報サイトを新たに開設4.16

4.6
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成田空港が開港40周年を迎えたことを契機のひとつとして、NAAがホスト空港として「第13回ACI
アジア太平洋地域総会」が4月23～25日に東京ベイ幕張ホールで開催された。本総会では、アジ
ア太平洋地域をはじめとする空港・航空関係者など約500人が一堂に会し、基調講演やパネル
ディスカッションなどを通じて、業界が抱える課題や最新動向、将来の展望等について活発な議
論が交わされた。さらに展示会も行われ、NAA
を含めた空港や関係メーカー・ベンダーなど
多数の企業がブースを出展した。NAAはアジア
のリーディングエアポートの一員として成田空
港の強み・役割をはじめ、日本の最先端技術、
2020年東京オリンピック・パラリンピックや開
催に向けたNAAの取り組み、観光の4要素の
気候・自然・文化・食事についてプロモーショ
ンを行った。

スマートエアポートやファストトラベル等のサービスレベル向上に向けた取り組みの一環として、成
田空港では初めてとなる、AI（Artificial Intelligence：人工知能）を活用した自動装着機能付きの
搭乗橋を試験導入する。この搭乗橋は、AIと画像認識技術により航空機のドアの位置を認識、ボ
タン操作一つでドアの10㎝手前まで自動で移動する。この機能があれば、搭乗橋のより正確な接
続が可能で、装着のやり直しなどが
なくなる。その結果、お客さまをお
待たせすることなく、スムーズな降
機が実現可能となる。2018年度末
に第2ターミナル64番スポットへ試
験的に導入するため、AIの学習に使
用する画像データの取得等の作業
が行われている。

第1ターミナル前のP1駐車場に新たな立体駐車場がオープンし、収容可能台数が大幅に拡大した。
また、第2ターミナル前にあるP2駐車場でも立体駐車場の建設が始まっており、2019年夏ごろの
オープンを予定している。圏央道や外環道など
の整備により道路アクセスの利便性が向上し、
今後自家用車による来港者の増加が見込まれ
る。P1にオープンした立体駐車場は5層6段で、
収容台数は普通車770台、そのうち障害者用駐
車枠20台分を確保している。これによりP1駐
車場全体での収容台数は、従来の1200台から
1800台に1.5倍拡大し、新たな空港内駐車場
の整備により利便性がさらに向上する。

「ACIアジア太平洋地域総会」を開催

AI活用の自動装着機能付きの搭乗橋を試験導入

4.
23-25
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第1ターミナル前の立体駐車場がオープン7.12


